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既存ストック活用事例



農－１　農山漁村活性プロジェクト支援交付金

平成１８年度　元気な地域づくり交付金（平成１９年度から農山漁村活性化プロジェクト支援交付金に移行）
項　目 完了年度 概　要

学校施設 平成１８年度 廃校を農林業体験、宿泊施設に改修

家　屋
（伝統家屋など）

〃 廃屋を農林業体験、宿泊施設に改修

〃 〃 廃屋を農林業体験、宿泊施設に改修

〃 〃 廃屋を農林業体験、宿泊施設に改修

〃 〃 廃屋を農林業体験、宿泊施設に改修

　平成16年度 やすらぎ空間整備事業（旧事業）
　廃校の改修（宿泊室）

＜新潟県・上越市（旧浦川原村）＞

平成１８年度　森林づくり交付金（平成１９年度から農山漁村活性化プロジェクト支援交付金に一部移行）
項　目 完了年度 概　要

森　林 平成１８年度
農林業体験等を通じた都市住民と地域住民との交流の場として、交流
拠点施設を整備した。

地域産木材を100％使用

地　区　名

長野県　飯田市　千代地区

　　　交流活動の場として、拠点施設を整備

地　区　名

秋田県雄勝郡羽後町

福井県大飯郡あおい町

福井県三方上中郡若狭町

＜長野県　飯田市千代地区＞

島根県出雲市

愛媛県喜多郡内子町

　平成16年度 やすらぎ空間整備事業（旧事業）
　廃校の改修（施設の全容）

＜新潟県・上越市（旧浦川原村）＞
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農－５　田園空間整備事業

項　目 完了年度 概　要

農業用用
排水施設

平成１７年度 往事を偲ばせる水車小屋、石積み水路を再現・整備

〃 〃
沖縄稲作発祥の地、「受水走水」の周辺整備を実施。また、船越大川を復
元

〃 平成１８年度
現時点では、水車の復元整備、那須疏水蛇尾川サイホンの保全整備、蟇
沼用水石積み水路の整備を実施済み

〃
平成２０年度

(予定)
現時点では、農業用水として古くから活用されてきた湧水のフプガー、チン
ガーの周辺整備を実施済み

学校施設 平成１５年度 廃校を都市と農村の交流施設「清流の家」として活用

家　屋
（伝統家屋など）

平成１５年度 地域の農業への理解を深めるため、水車小屋の修復等を実施

〃 〃
江戸時代以降の治水、利水、ほ場整備によって生産性の高い穀倉地帯が形成さ
れてきた当地区の農村風景を再現するために、農家の復元、炭焼小屋、水車小屋
等を活用

〃 〃
谷庄屋屋敷の門を復元するなど地域に残る伝統的な農家群を中心とした
歴史的景観の整備を実施

〃 平成１６年度 地域農業への理解を深めるため豪農屋敷等の復元を実施

〃 平成１７年度
地域の歴史と人間の営みを示すため、開拓時代に造られた旧農家住宅や
旧馬鈴薯原々種農場事務所を整備

〃 〃
開拓が進んで村が形成されていった当地区の歴史と地域農業の変遷を表現する
ために、石造り農業倉庫や廃校を改修・整備し、ワイン資料館、農機具展示館とし
て活用

〃 〃
青森県南部の中山間地域の気候風土のもと、農林業を基本とした生活文
化や伝承を伝えるため、水車小屋を復元

〃 〃
百姓の一日、一年、一生を展示、体験できるように、昔、地域のリーダー
だった肝煎りの屋敷を復元、整備

〃 〃 地域の農業の歴史を示す萱葺き民家を復元

〃
平成１９年度

(予定)
現時点では、五穀豊穣、家内安全等を祈願してきた獅子舞舞殿、江戸時代
より名主役を務めてきた旧家鈴木家曲屋、農家の蔵を修復、整備済み

農業用施設 平成１７年度
地区の農業の歩みとワインの里としての歴史を伝えるため、西藤木の水車
小屋、繭集出荷所の修理復元、大正時代に造られた牛奥円筒分水工の周
辺整備等を実施

徳島県　貞光地区

島根県　出雲地区

地　区　名

岩手県　東和地区

沖縄県　島尻東地区

広島県　オークの森林地区

岐阜県　恵那地区

群馬県　利根沼田地区

栃木県　那須野ヶ原西部地区

沖縄県　本部半島地区

山梨県　塩山勝沼地区

宮城県　山元・亘理地区

秋田県　鳥海山麓地区

北海道　とかち大平原地区

北海道　樺戸地区

青森県　島守盆地地区

岡山県　智頭地区

- 51 -



農－５　田園空間整備事業

廃校を改修して農業体験や地域交流、自然学習の場として活用
＜広島県　オークの森林地区＞

農－６　地域用水環境整備事業

項　目 完了年度 概　要

農業用用排水施設 平成１４年度
歴史的施設（国の重要文化財）である通潤橋を改修し、地域のシンボルと
して活用

〃 平成１５年度 せせらぎ水路等を整備し、地域のふれあい空間を創出

〃 〃 ため池保全の一環として遊歩道等を整備し、水辺のアメニティ空間を創造

〃 平成１６年度
農業用ダムのダムサイトを公園として利活用するために親水護岸、せせら
ぎ水路等を整備

〃 平成１７年度
農業用水路の暗渠化に併せ、親水景観保全施設等を整備（子どもたちの
憩いの場）

農業用用排水路を整備し、地域のふれあい空間を創出
　　　　通潤橋を改修し、地域のシンボルとして活用
　　　　　　＜熊本県　矢部町　通潤橋地区＞

地　区　名

農業用施設（水車小屋・石積み水路）を整備・復元
　＜岩手県　東和地区＞

神奈川県　小田原市　柳新田地区

茅葺き民家を移築し、総合案内所、体験学習の場として活
用

<秋田県　鳥海山麓地区＞

　　　　地域の農業用水・生活用水として使用されてきた船越大川の河川・湧水を復元
＜沖縄県　島尻東地区＞

熊本県　矢部町　通潤橋地区

宮城県　米山町､豊里町　平筒沼地区

北海道　旭川市　東旭川地区

岐阜県　各務原市、羽島市　羽島用水地区
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農－７　中山間地域総合整備事業

項　目 完了年度 概　要

学校施設
平成１９年度

(予定)
廃校（明治時代）を移築し活性化施設として改修（平成１５年度）（農産物加
工品の試作等）

地　区　名

山梨県　牧丘町　牧丘地区

廃校を改修し活性化施設として活用＜山梨県　牧丘町　牧丘地区＞

- 53 -



林－２　絆の森整備事業

項　目 完了年度 概　要

森　林 平成１８年度 地域の森林を樹木の観察等ができる森林として整備

〃 〃 地域の森林を林業体験活動等ができる森林として整備

〃 〃 地域の森林を林業体験活動等ができる森林として整備

〃 〃 地域の森林を市民が触れ合うことができる森林として整備

林－４　里山エリア再生交付金

項　目 完了年度 概　要

森　林 平成１８年度
地域の森林を利用した施設として、遊歩道、緑地広場、木製遊具施設等
を整備

〃 〃 地域の森林を利用した施設として、遊歩道、眺望施設等を整備

地　区　名

北海道　木古内町  　木古内・知内地区

広島県　廿日市市

愛知県　豊田市　下山地区

地　区　名

滋賀県　多賀町

山形県　鶴岡市

秋田県　仙北市

地域の森林を林業体験ができる森林として整備
＜山形県　鶴岡市＞

地域の森林を利用した施設の整備（遊歩道、緑地広場、木製遊具）
＜北海道　木古内町　木古内・知内地区＞

地域の森林を利用した施設の整備（眺望施設）
　       <愛知県　豊田市　下山地区>

地域の森林を樹木の観察等ができる森林として整備
　　　　　　　　　　　＜秋田県　仙北市＞
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水－１　漁港環境整備事業

項　目 完了年度 概　要

港湾・漁港 平成１５年度 車力漁港において親水施設及び緑地・広場を整備

〃 〃 間瀬漁港において親水施設及び緑地・広場を整備

〃 平成１７年度 唐鐘漁港において親水施設及び緑地・広場を整備

〃 〃 室戸岬漁港において親水施設及び緑地・広場を整備

　　　　　　　　　　　漁港における各施設等の整備（休憩施設）

水－２　いきいき・海の子・浜づくり

項　目 完了年度 概　要

海　岸 平成１７年度 自然体験活動等を安全に楽しめる海岸づくりのため、突堤や護岸等を整備

〃 平成１９年度 自然体験活動等を安全に楽しめる海岸づくりのため、緩傾斜護岸等を整備（「中」を削除）

〃
平成２２年度

(予定)
自然体験活動等を安全に楽しめる海岸づくりのため、緩傾斜護岸等を整備中

地　区　名

青森県　平内町　茂浦漁港海岸

愛知県　渥美町　宇津江漁港海岸

漁港における各施設等の整備（休憩施設）

福井県　小浜市　小浜漁港海岸

地　区　名

島根県  浜田市　唐鐘漁港

漁港における各施設等の整備（親水護岸）

青森県  車力村　車力漁港

新潟県  岩室村　間瀬漁港

高知県　室戸市　室戸岬漁港
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総－１　　地域間交流施設整備事業

項　目 完了年度 概　要

学校施設 平成１４年度
廃校となった小学校（若生分校）を滞在型交流施設として改修（自然体験交
流等）

〃 平成１５年度 旧井野中学校の施設を研修室や交流室として改修（自然体験交流等）

〃 〃 閉校になった旧那倉小学校を美術館として改修（絵画、書面、写真展示）

〃 平成１６年度
閉校した旧市山小学校を活用し、民俗芸能「大元神楽」の伝承館として改修
（伝統芸能伝承等）

〃 平成１７年度 廃校を利用して絵画等を展示できるギャラリーとして整備

〃 〃
廃校を利用し、地域大学講座やウィークエンドセミナーを開催できる教育文
化施設を整備

〃 〃
廃校を利用し、都市部の学校のセカンドスクール（体験滞在交流学習）の宿
泊施設として整備

〃 〃
廃校を利用し、有機農業などの援農・森林ボランティア、または環境教育を
ベースにした都市部からの体験学習受け入れのための宿泊施設を整備

〃 平成１８年度 廃校を利用して宿泊・地域文化体験施設を整備

〃 平成１９年度
廃校を利用し、観光・文化の発信及び郷土芸能を披露する「多目的ホール」
及び島の歴史・文化の保存・展示・学習を目的とする「郷土資料館」を整備

旧役場庁舎等 平成１４年度 閉鎖ｽｷｰ場ﾚｽﾄﾊｳｽを体験学習施設として改修（森林学習等）

〃 〃 資料館を地域文化芸能体験施設に改修（伝統芸能保存等）

〃 平成１６年度 廃工場を宿泊施設として改修（体験農園等）

〃 〃 銀行を交流拠点施設「夢千代館」として改修（都市との交流等）

〃 平成１７年度
遊休化している農業用倉庫を利用し、ギャラリーや、物販スペース、地域食
材を提供するレストランを整備

〃 〃
遊休化しているアイススケート場を改修し、フットサル等ができる多目的広
場として整備

〃 〃
酒造会社が使用していない施設を利用し、酒づくりを体験できる交流館を整
備

〃 平成１９年度
遊休化している体育館を改修し、冬期間であってもグラウンドゴルフ、ゲート
ボール等で使用できる屋外スポーツ施設として整備

家　屋
（伝統家屋など）

平成１４年度
江戸時代の鉄山師頭取屋敷の蔵を体験型交流施設として改修（伝統芸能
体験等）

〃 平成１６年度 庄屋づくりの旧割元庄屋「美濃地家」を復元（生活用具復元体験等）

〃 〃 茅葺き古民家を民俗資料館として改修（都市との交流等）

〃 平成１７年度
古くから下野街道にあった「山王茶屋」の部材を利用して復元し、食文化等
を体験でできる施設として整備

社会福祉施設 平成１５年度 町の旧柏原保育所を歴史民俗資料館として改修（文化交流）

線路・駅舎 平成１５年度
昭和３０年代後半までブナ材等の運搬に使用されていた森林鉄道を復元
（炭焼き体験等）

福島県田島町（現　南会津町）

福岡県芦屋町柏原地区

山形県真室川町平岡地区

福岡県黒木町

島根県飯南町

島根県匹見町道川地区

兵庫県波賀町上野地区

島根県仁多町亀嵩地区

山形県酒田市

沖縄県国頭村

兵庫県温泉町湯地区

北海道美瑛町

島根県柿木村（現　吉賀町）

新潟県西山町

秋田県西木村西明寺地区

長野県高遠町東高遠地区

奈良県宇陀市

東京都三宅村

地　区　名

島根県桜江町市山地区

北海道美瑛町

愛知県鳳来町（現　新城市）

島根県三隅町井野地区

福島県塙町那倉地区

島根県金城町若尾地区
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総－１　　地域間交流施設整備事業

　　酒造会社が使用していない施設を利用し、酒づくりを体験 　　　　　　　　屋づくりの旧割元庄屋「美濃地家」を復元
　　できる交流館を整備＜島根県飯南町＞ 　　　　　　　　＜島根県益田市匹見町道川地区＞

　　　　　　　　　廃工場を宿泊施設として改修＜新潟県西山町＞
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文－１　ふるさと文化再興事業

項　目 完了年度 概　要

伝統文化 平成１９年度
川越祭り囃子の獅子用獅子頭の修理を行うとともに、大太鼓の購入を行っ
た。

〃 〃
地元の小学校６年生の女子が舞う新野祭りの浦安の巫女の衣装の新調を
行った。

文－２　伝統文化こども教室事業

項　目 完了年度 概　要

伝統文化 平成１９年度
後継者がないために一度は途絶えたことがある「はねず踊り」を、今後絶や
すことなく伝承していくために、子どもたちを対象に伝承活動に取り組んだ。

文－３　重要文化的景観保護推進事業

項　目 完了年度 概　要

伝統文化 平成１８年度
文化的景観保存計画において重要文化的景観の形成に重要な家屋として
特定している寶珠寺の修理を行った。

伝統文化こども教室事業

はねず踊りこども教室（京都府校都市）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（修理後）

滋賀県　近江八幡市

　　　　　　（修理前）

「寶珠寺」本堂の修理事業（屋根の葺き替え）を実施＜滋賀県近江八幡市>

　　　ふるさと文化再興事業

　　廣戸神社まつりの浦安の舞（岡山県津山市）

　　→

地　区　名

京都府　京都市

地　区　名

地　区　名

埼玉県　川越市

岡山県　津山市
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経－１　伝統的工芸ふるさと体験・交流事業

項　目 完了年度 概　要

伝統工芸 平成１４年度

展示会会場において、各地(東京手描友禅他１１産地)からの出展者が仕事
の説明や体験型又は見学型製作実演を行い伝統的工芸品産業の理解の
増進を図り、九州及び中国地方からの地元入場者と各地からの出展者とが
交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、各地（岩谷堂箪笥他８産地）からの出展者が作品や
仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者と
各地からの出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、各地（熊野筆他３産地）からの出展者が仕事の説明
や体験型又は見学型製作実演を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を
図り、地元入場者と各地からの出展者とが交流を図った。

〃 〃
鳥取県伝統工芸品フェアーと連携して、因州和紙（鳥取県）の工房内で、体
験指導を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、参加者と産地の交
流を図った。

〃 〃
展示会会場において、阿波和紙（徳島県）の原料加工から手漉き和紙の製
造や仕事の説明を行い、伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、参加者
と産地の交流を図った。

〃 平成１５年度
展示会会場において、各地（桐生織他２産地）からの出展者が製作実演や
体験を通して仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、
地元入場者と各地からの出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、各地（赤津焼他１１産地）からの出展者が作品や仕
事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者と各
地からの出展者とが交流を図った。

〃 〃

展示会会場において、各地（西陣織他１１産地）からの出展者が仕事の説
明や体験型又は見学型製作実演を行い伝統的工芸品産業の理解の増進
を図り、九州及び中国地方からの地元入場者と各地からの出展者とが交流
を図った。

〃 〃
展示会会場において、各地（博多織他１０産地）からの出展者が仕事の説
明や体験型又は見学型製作実演を行い伝統的工芸品産業の理解の増進
を図り、地元入場者と各地からの出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、益子焼産地（栃木県）からの出展者が製作体験を通
して仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場
者と出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、東京染小紋産地（東京都）が製作実演や体験を通し
て仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者
と出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、伊勢型紙産地（三重県）からの出展者が、製作体験
や仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者
と出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、京友禅・京小紋産地（京都府）からの出展者が、製作
体験や仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入
場者と出展者とが交流を図った。

〃 平成１６年度

展示会会場において、各地(本場大島紬他３８産地)からの出展者が仕事の
説明や体験型又は見学型製作実演を行い伝統的工芸品産業の理解の増
進を図り、九州及び中国地方からの地元入場者と各地からの出展者とが交
流を図った。

〃 〃
展示会会場において、各地（高岡漆器他２産地）からの出展者が作品や仕
事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者と各
地からの出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、各地（津軽塗他１６産地）からの出展者が仕事の説
明や体験型又は見学型製作実演を行い伝統的工芸品産業の理解の増進
を図り、地元入場者と各地からの出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、京繍産地（京都府）からの出展者が、製作体験や仕
事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者と出
展者とが交流を図った。

〃 〃
阿波和紙（徳島県）の原料刈り取り、加工から手漉き和紙の製造の体験指
導、仕事の説明を行い、伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、参加者と
産地の交流を図った。

愛知県　岡崎市

徳島県　山川町

北海道　札幌市

福岡県　福岡市

福島県　会津若松市

宮城県　仙台市

埼玉県　さいたま市

茨城県　水海道市

京都府　京都市

地　区　名

福岡県　福岡市

沖縄県　宜野湾市

鳥取県　鳥取市

島根県　津和野町

鳥取県　佐治村

徳島県　山川町

福岡県　福岡市

富山県　高岡市

福岡県　福岡市
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項　目 完了年度 概　要

伝統工芸 平成１６年度
「伝統工芸・壷屋焼工房体験ツアー」の参加者を対象に壷屋焼の製作体験
指導、工場等の見学を行い、参加者（計３１８名）と地元産地の交流を図っ
た。

〃 〃
展示会会場において、各地（鈴鹿墨他８産地）からの出展者が作品や仕事
の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者と各地
からの出展者とが交流を図った。

〃 〃
「伝統工芸体験バスツアー」の参加者を対象に小石原焼と上野焼の製作体
験指導を実施、参加者（計１８９名）及び地元入場者と地元産地関係者との
交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、各地（越前漆器他２５産地）からの出展者が作品や
仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者と
各地からの出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、京友禅・京小紋産地（京都府）からの出展者が、製作
体験や仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入
場者と出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、東京染小紋産地（東京都）が製作実演や体験を通し
て仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者
と出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、伊勢形紙産地（三重県）からの出展者が、製作体験
や仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者
と出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、京友禅・京小紋産地（京都府）からの出展者が、製作
体験や仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入
場者と出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、村上木彫堆朱他９産地からの出展者が、製作体験
や仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者
と出展者とが交流を図った。

〃 平成１７年度

展示会会場において、各地(西陣織他１３産地)からの出展者が仕事の説明
や体験型又は見学型製作実演を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を
図り、九州及び中国地方からの地元入場者と各地からの出展者とが交流を
図った。

〃 〃

全国各地の京都造形芸術大学通信生３９名が木曽漆器産地の塩尻市木曽
平沢を訪れ、３日間にわたり木曽漆器伝統工芸士会の指導により研ぎ出
し、漆塗り、沈金の製作体験を行った他、地元職人との座談会、作品を発表
会等を通じて交流を図った。

〃 〃
阿波和紙（徳島県）の原料刈り取り、加工から手漉き和紙の製造の体験指
導、仕事の説明を行い、伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、参加者と
産地の交流を図った。

〃 〃
旅行社が企画した「伝統工芸・壷屋焼工房体験ツアー」の参加者を対象に
壷屋焼の製作体験指導、工場や沖縄壷屋やちむん通りの見学を行い、参
加者（計３４２名）と地元産地の交流を図った。

〃 〃

全国のデザイン・美術系の学生・卒業生を対象に募集を行い、書類選考の
結果決定した７名が長崎県波佐見町に集い、２０日間にわたり地元職人よ
り絵付け、ロクロの指導を受けるとともに、窯跡遺跡、県窯業技術センター
の見学、地元住民との交流会等を通じて交流を図った。

〃 平成１８年度

全国のデザイン・美術系の学生・卒業生を対象に募集を行い、書類選考の
結果決定した９名が長崎県波佐見町に集い、２０日間にわたり地元職人よ
り絵付け、ロクロの指導を受けるとともに、窯跡遺跡、県窯業技術センター
の見学、地元住民との交流会等を通じて交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、京友禅・京小紋産地（京都府）からの出展者が、製作
体験や仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入
場者と出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、各地（播州そろばん他１９産地）からの出展者が作品
や仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者
と各地からの出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、各地（加賀繍他８産地）からの出展者が作品や仕事
の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者と各地
からの出展者とが交流を図った。

大阪府　大阪市

福岡県　福岡市

長野県　塩尻市

徳島県　山川町

地　区　名

愛知県　岡崎市

茨城県　水海道市

京都府　京都市

宮城県　仙台市

沖縄県　那覇市

愛知県　名古屋市

福岡県　小石原村・赤池町

新潟県　新潟市

沖縄県　那覇市

長崎県　波佐見町

長崎県　波佐見町

愛知県　岡崎市

京都府　京都市

愛知県　名古屋市
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項　目 完了年度 概　要

伝統工芸 平成１８年度
展示会会場において、石州和紙産地（島根県）からの出展者が作品や仕事
の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者と各地
からの出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、西陣織産地（京都府）からの出展者が、製作体験や
仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者と
出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、村上木彫堆朱他９産地からの出展者が、製作体験
や仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者
と出展者とが交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、京友禅・京小紋産地（京都府）からの出展者が、製作
体験や仕事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入
場者と出展者とが交流を図った。

〃 〃

展示会会場において、各地(西陣織他１３産地)からの出展者が仕事の説明
や体験型又は見学型製作実演を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を
図り、九州及び中国地方からの地元入場者と各地からの出展者とが交流を
図った。

〃 〃
阿波和紙（徳島県）の原料刈り取り、加工から手漉き和紙の製造の体験指
導、仕事の説明を行い、伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、参加者と
産地の交流を図った。

〃 〃
旅行社が企画した「伝統工芸・壷屋焼工房体験ツアー」の参加者を対象に
壷屋焼の製作体験指導、工場や沖縄壷屋やちむん通りの見学を行い、参
加者（計３２０名）と地元産地の交流を図った。

〃 〃
展示会会場において、各地（津軽塗他１８産地）からの出展者が作品や仕
事の説明を行い伝統的工芸品産業の理解の増進を図り、地元入場者と各
地からの出展者とが交流を図った。

経－２　児童・生徒に対する伝統的工芸品教育事業

項　目 完了年度 概　要

伝統工芸 平成１４年度
小・中学校に京友禅の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、
製作体験教室を開催

〃 〃
小学校に笠間焼の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、製作
体験教室を開催

〃 〃
小学校に小石原焼の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、製
作体験教室を開催

〃 〃
小学校に会津塗の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、製作
体験教室を開催

〃 〃
小学校に木曽漆器の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、製
作体験教室を開催

〃 〃
中学校に駿河竹千筋細工の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話し
たり、製作体験教室を開催

〃 〃
中学校に駿河竹千筋細工の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話し
たり、製作体験教室を開催

〃 〃
小学校に駿河竹千筋細工の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話し
たり、製作体験教室を開催

〃 〃
小学校に越前和紙の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、製
作体験教室を開催

東京都　八王子市

東京都　八王子市

地　区　名

愛知県　岡崎市

東京都　大田区

福岡県　福岡市

東京都　太田区

東京都　練馬区

東京都　杉並区

東京都　大田区

東京都　渋谷区

北海道　札幌市

新潟県　長岡市

宮城県　仙台市

福岡県　福岡市

徳島県　山川町

沖縄県　那覇市

宮城県　仙台市

地　区　名
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項　目 完了年度 概　要

伝統工芸 平成１５年度
小学校に置賜紬の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、製作
体験教室を開催

〃 〃
小学校に置賜紬の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、製作
体験教室を開催

〃 〃
小学校に桐生織の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、製作
体験教室を開催

〃 〃
高校に京友禅・小紋の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、
製作体験教室を開催

〃 〃
小学校に大堀相馬焼の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、
製作体験教室を開催

〃 〃
小学校に笠間焼の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、製作
体験教室を開催

〃 〃
高校に木曽漆器の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、製作
体験教室を開催

〃 〃
小学校に越前和紙の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、製
作体験教室を開催

〃 〃
小学校に甲州水晶貴石細工の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話
したり、製作体験教室を開催

〃 〃
小学校に宮城伝統こけしの伝統工芸士等を派遣して、仕事について話した
り、製作体験教室を開催

〃 〃
小学校に房州うちわの伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、
製作体験教室を開催

〃 平成１６年度
小学校に越前和紙の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、製
作体験教室を開催

〃 平成１７年度
小学校に京くみひもの伝統工芸士等を派遣して、仕事について話したり、製
作体験教室を開催

〃 〃
小学校に伊万里・有田焼の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話した
り、製作体験教室を開催

東京都　台東区

愛知県　岡崎市

東京都　中野区

東京都　大田区

東京都　足立区

東京都　八王子市

東京都　八王子市

東京都　足立区

山梨県　明野村

東京都　港区

東京都　八王子市

地　区　名

東京都　港区

岡山県　岡山市

大分県　津久見市
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項　目 完了年度 概　要

伝統工芸 平成１７年度
小学校に伊万里・有田焼の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話し
たり、製作体験教室を開催

〃 平成１8年度
小学校に伊万里・有田焼の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話し
たり、製作体験教室を開催

〃 〃
小学校に伊万里・有田焼の伝統工芸士等を派遣して、仕事について話し
たり、製作体験教室を開催

伊万里・有田焼の体験学習風景（佐賀県）

地　区　名

阿波和紙の制作体験実習風景（徳島県）

愛知県　豊明市

大分県　津久見市

愛知県　豊明市
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国－２　水辺の交流拠点整備　～リバーツーリズムの推進、体験活動の推進～

項　目 完了年度 概　要

河川・湖沼 平成１５年度

地域市民、教育委員会、地元自治体、河川管理者等が連携しながら、水辺
の整備（散策路、スロープ等）を実施し、多摩川の持つ豊かな自然の活用、
河川に関する様々な活動を通して水に親しむ楽しさの理解、児童の健全な
育成の場を実現

〃 平成１７年度
久慈川の「ふるさとの川整備事業」による緩傾斜堤防などの整備と、国道１
１８号の「道の駅」として地場産品を集めた「農林水産物直売所」等の整備を
合わせ、川と道路が連携した交流拠点を実現

〃 継続中 道の駅等と連携し、散策路・河岸の整備（自然体験の場等）

〃 〃

　吉野ヶ里遺跡付近の水辺において、周辺景観や親水性に配慮すること
で、いにしえの情緒を感じさせる魅力ある水辺空間の創出を「ふるさとの川
整備事業」により図り、吉野ヶ里歴史公園整備と一体となった交流拠点の整
備

国－３　水源地域ビジョンの策定・推進

項　目 完了年度 概　要

ダ　ム 継続中 （草木ダム）湖面利用の拡大への取り組み、周辺整備を実施している。

〃 〃
（宇奈月ダム）地域資源を活用した水源地域の活性化のソフト対策等を実
施している。

山梨県増穂町　　増穂地区

佐賀県　吉野ヶ里町 （筑後川水系田手川）

地　区　名

福島県　塙町　（久慈川水系久慈川）

神奈川県　川崎市（多摩川水系多摩川）

群馬県勢多郡東村

富山県宇奈月町

水辺の楽校プロジェクト
＜神奈川県川崎市　多摩川水系多摩川＞

地　区　名
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国－４　歴史的価値を有する砂防設備の保存・利活用による地域活性化の促進

項　目 完了年度 概　要

砂防施設 平成６年度 砂防施設と一体となった砂防資料館等による周辺整備を実施

〃 平成９年度 砂防施設と一体となった砂防公園による周辺整備を実施

〃 平成１７年度 砂防施設と一体となった周辺整備を実施

国－５　海浜・干潟等の保全・再生・創出

項　目 完了年度 概　要

港湾・漁港 継続中
港湾整備で発生する良質な浚渫土砂等を活用し、干潟の再生を行ってい
る。

〃 〃
港湾整備で発生する良質な浚渫土砂等を活用し、干潟の再生を行ってい
る。

　　　　　干潟造成による生態系保全＜大阪府大阪港野鳥園＞ 　　　　　　　　覆砂による水質改善＜愛知県三河湾、三河港＞

熊本港　百貫港　要江地区

山梨県甲州市勝沼町上岩崎地先

地　区　名

岐阜県海津郡南濃町奥条地先

新潟県新井市大字西野谷地先

砂防施設と一体となった周辺整備を実施
＜山梨県甲州市勝沼町の勝沼砂防堰堤＞

地　区　名

大阪府　堺泉北港　堺第2区
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国ー６　港湾における親水・交流拠点の整備

項　目 完了年度 概要

港湾・漁港 継続中
交流拠点施設（レストラン等）の周辺施設において、賑わいのある緑地の整
備を行っている。

〃 平成１９年度 歴史的価値の高い石積み運河を保存・活用した周辺整備を行った。

国ー７　ボートパーク整備の推進

項　目 完了年度 概　要

港湾・漁港 継続中 護岸前面の水域を活用し、小型船の水上保管施設を整備している。

〃 〃
港湾の公共空地等を活用し、小型船の陸上保管施設や浮桟橋を整備して
いる。

地区名

岡山県　宇野港　宇野地区

宮崎県　油津港　堀川地区

市民の交流の場となる緑地

水上保管施設整備

地　区　名

兵庫県　尼崎西宮芦屋港　尼崎・西宮地区

長崎県　大村港　馬場先地区
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国－８　「道の駅」の整備

項　目 完了年度 概　要

道　路 平成１９年度
休憩施設としての自動車駐車場（簡易パーキングエリア）、トイレ、情報提供
施設等を整備

国－９　交流ふれあいトンネル・橋梁整備事業

項　目 完了年度 概　要

トンネル 平成１４年度
地域間交流の促進、観光ネットワークの形成に寄与する大規模なトンネル
を整備

橋　梁 平成１０年度 河川両岸の交流の活性化のため、大規模な橋梁を整備

地　区　名

道　の　駅　整　備

岐阜県　美濃市　道の駅「美濃にわか茶屋」

地　区　名

大沢山トンネル
新潟県十日町市鍬柄沢～南魚沼郡塩沢町大
沢山

天建寺橋
佐賀県三養基郡三根町～福岡県久留米市

交流ふれあいトンネル橋梁整備
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環　自然公園等事業

項　目 完了年度 概　要

学校施設 平成１７年度
廃校になった旧町立八田中学校を上山高原地域の自然や文化を紹介する
拠点施設に改修

自然とのふれあいの場の整備＜兵庫県　新温泉町＞

地　区　名

兵庫県　　新温泉町（旧 温泉町）
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都市と農山漁村の共生・対流既存ストック活用逆引集

《平成２０年度版》

２００８年４月

都市と農山漁村共生・対流関係省連絡協議会

※上記協議会は、総務省、文部科学省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省、環境省及び農林水産省の計７省により構成

※本冊子にかかる問い合わせは、農林水産省農村振興局企画部農村政策課都市農業・地域交流室（ ）までTEL 03-3502-0030



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


